
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】作図の基本的な作業から図形で成り立っている性質を読み取ろう

定規は線を引く道具（距離は測らない）

コンパスは等しい距離をとるための道具

（等しい点の集まりが「円」となる:軌跡）

□作図

定規とコンパスだけを用いて，与えられた条件を満たす図形を

かくことを作図という。ただし，定規とコンパスを用いる作図とは

　　与えられた点を通る直線を引くこと

　　与えられた点を中心として，与えられた半径の円をかくこと

だけを使って，直線や円をえがき，それらの直線や円の交点を次々と求めていくことである。これを作図の公法という。

（中学校で学んだ作図については，教科書の巻末の見返しで復習している）。

□作図題の解

作図題の解は厳密には「解析、作図、証明、吟味」の４段階に整理して書く。

しかし簡単な問題では「作図、証明」だけを書く場合も多い。教科書もこれに沿っている。

　解析…条件を満たす図形がかけたとして、与えられた条件と、求める図形の関係を調べて、作図の手がかりを求める。

　作図…解析によって得られた手がかりを基にして作図の方法を述べる。

　証明…作図によって得られた図形が与えられた条件を満たすことを確かめる。

　吟味…作図がどのような場合に可能なのか、可能だとしたら解がいくつあるかを調べる。

□次の作図を考えてみよう

 

　〇直線上にない点を通り，に平行な直線　〇与えられた線分を辺とする正方形

　〇直線上にない点を通り，に平行な直線

　〇与えられた線分に対して，次の点を作図せよ。

　　　　線分を に内分する点　　　　線分を に外分する点

　〇⾧さの線分と⾧さ， のつの線分が与えられたとき，⾧さ 

の線分

　〇⾧さの線分と，⾧さ， のつの線分が与えられたとき，⾧さの線分

　〇⾧さの線分と，⾧さの線分が与えられたとき，⾧さ の線分

　〇⾧さ， のつの線分が与えられたとき，⾧さ の線分を作図せよ。







 





　    

  

   

    

  
 


　

　         

 

　       
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□基本的な作図

　直線上にない点を通り，に平行な直線を作図してみよう。

　まず，点を通るの垂線を作図し，これに続けて次のように作図する。

　①　点を中心とする円をかき，直線との交点をそれぞれ，とする。

　②　点，をそれぞれ中心として，等しい半径の円をかき，それらの交点のつをとする。





点を通るの垂線












① ②

②

③



①

② ②
③

　③　直線を引く。直線が求める直線である。

　このように作図した直線は，

　に垂直な直線である。

　直線とはともにに垂直であるから，

　直線はに平行である。









 



①

②

③

④

④
練習２８）与えられた線分を辺とする正方形を作図せよ。

①　点を中心とする円をかき，直線との交点をそれぞれ，とする。

②　点，をそれぞれ中心として，等しい半径の円をかき，

　　それらの交点のつをとする。

③　点を中心とする半径の円をかき，直線との

　　交点のつをとする。

④　点，をそれぞれ中心として，半径の⾧さがの円をかき，

　　それらの交点のうちでない方をとする。

　　四角形が求める正方形である。

このとき，四角形において，は直角で，辺が等しい。したがって，四角形は正方形である。

　直線上にない点を通り，に平行な直線は次のように作図することもできる。

 




①

②

②

③

①　上に点をとり，を中心とする半径の円をかき，との交点の１つをとする。

②　点，をそれぞれ中心として，

　　半径の円をかき，

　　と異なる交点をとする。

③　２点，を通る直線を引く。

作図の公法に従うと、三角定規を滑らせて

平行線をかく方法は作図ではないことになる

ここで，四角形は４辺の⾧さが等しいから，

ひし形である。よって，直線は直線すなわちと平行になる。
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□線分の内分点，外分点の作図

 

 












①

②

②

②
③

③

練習３０）与えられた線分に対して，次の点を作図せよ。

　　　　線分を に内分する点

　　　　線分を に外分する点

　①　点を通り，直線と異なる半直線を引く。

　　②　上に，  となるように点，を

　　　とる。ただし，は線分上にとる。

　　③　を通り，直線に平行な直線を引き，

　　　線分との交点をとする。点が求める点である。

















①

②

②

②

②

③

③

　より  であるから，点は線分を に内分する点である。

　①　点を通り，直線と異なる直線を引く。

　　②　上に，  となるように点，を

　　　とる。ただし，が線分上にあるようにとる。

　　③　を通り，直線に平行な直線を引き，

　　　直線との交点をとする。点が求める点である。

　より  であるから，点は線分を に外分する点である。











  



数の世界での

乗法・除法

図形の世界での

拡大・縮小

つまり相似比などが

手がかりとなる

□いろいろな⾧さの線分の作図

　右の図の  について， であるとする。線分の⾧さが

図のように与えられたとき，の値を求めよう。平行線と線分の比の性質により

　　  　すなわち　　これを解いて　　 



　このことを利用した作図について考えよう。

 













①

②
③

②
例２）⾧さの線分と⾧さ， のつの線分が与えられたとき，⾧さ 


の線分を作図する。

　　　①　点を通り，直線と異なる半直線を引く。

　　　②　上に，， となるように点，をとる。

　　　　　ただし，は線分上にとる。

　　　③　を通り，直線に平行な直線を引き，

　　　　　直線との交点をとする。線分が求める線分である。

　　　 とすると，から　　　  　　すなわち　　 



　　　よって，線分は⾧さ 

の線分である。　　　　　　　　　

  図形の性質【作図】 







 











①

②

③

④

　とが逆になっても良い

練習３１）⾧さの線分と，⾧さ， のつの線分が与えられたとき，⾧さの線分を作図せよ。

　　　①　点を通り，直線と異なる半直線を引く。

　　　②　上に，となる点をとる。

　　　③　半直線のを越える延⾧上に となる点をとる。

　　　④　を通り，直線に平行な直線を引き，

　　　　　との交点をとする。線分が求める線分である。

　　　 とすると，から　　　  　すなわち　

　　　よって，線分は⾧さの線分である。

例２や練習３１は，作図によって，つの正の数，について商 

，積の計算を行うことと考えられる。



 




 







   

 



　次に，⾧さが無理数で表される線分について，作図を考えてみよう。

　たとえば，辺の⾧さがの正方形を作図すると，その対角線として

⾧さ の線分が作図できる。さらに，右の図の赤い直角三角形に

三平方の定理を用いると，斜辺に⾧さ の線分が作図できる。

　同様にして，自然数に対して⾧さ の線分が作図できる。

例題４）⾧さの線分と，⾧さの線分が与えられたとき，⾧さ の線分を作図せよ。

   







①

②

③ ②

③

　①　半直線のを越える延⾧上に となる点をとる。

　②　線分の垂直二等分線ととの交点をとし，を中心

として，半径の円をかく。

　③　を通り，直線に垂直な直線を引き，円との交点を

，とする。線分が求める線分である。

　　　このとき，方べきの定理により　　　  

　　　，，であるから　　   

  



　よって，線分は⾧さ の線分である。
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 


 







 
①

②

②

③

③

練習３２）⾧さ， のつの線分が与えられたとき，⾧さ の線分を作図せよ。

　①　⾧さの線分をとし，半直線のを

　　　　　越える延⾧上に となる点をとる。

　　　②　線分の垂直二等分線との交点をと

　　　　　し，を中心として半径の円をかく。

　　　③　を通り，直線に垂直な直線を引き，円

　　　　　との交点を，とする。線分が求める

　　　　　線分である。

　　　　このとき，方べきの定理により　　  

　　　　，，であるから　　  

　　　　よって，線分は⾧さ の線分である。



 



  
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 　正五角形の作図







 





　正五角形では，辺の⾧さと対角線の⾧さの比が
 


である。

練習１）　正五角形の対角線，の交点をとする。次のことを示せ。

　　　　  

　　　　，とすると，は    を満たす。

　　　　 
 


　　  



   



     

   



        

         

  
 



 
 


  

 




　⾧さの線分が与えられたとき，正五角形を作図してみよう。



 




 



 



　まず，対角線の⾧さが であることを利用して，頂点を次のように作図する。

　①　線分の垂直二等分線を引き，との交点をとする。

　②　上にとなるような点をとる。

　③　線分のを越える延⾧上に，となるような点をとる。

　④　を中心として半径の円をかき，との交点をとする。

このとき，    ， である。



 
















 

　⑤　を中心として半径の円，を中心として半径の円をかき，

　　それらの交点のうちに関しての反対側にあるものをとする。

　⑥　を中心として半径の円，を中心として半径の円をかき，

　それらの交点のうちに関しての反対側にあるものをとする。

　五角形が求める正五角形である。

　他にも正五角形を作図する方法はいくつかある
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研究　図形描画ソフトを活用して作図の方針を立てる











３本の平行線上に

頂点をもつ正三角形















 

　与えられた本の平行な直線に対して，頂点がそれぞれの直線上にあるような正三角形を作図する方法を考えよう。

　本の平行な直線，，に対して，それぞれの直線上に

頂点がある正三角形を作図したいとする。図形描画ソフトを

活用して次の①，②のように正三角形をいくつかかくと，右の図の

ようになった。

　①　直線上に点を，直線上に点をとる。

　②　は固定して，は直線上を動かして線分を

　　　辺とする正三角形をかく。

　このとき，正三角形の残りの頂点の動きには，規則性があるようにも見える。

練習１）　上の考察より，正三角形の残りの頂点は，直線上にあることが

　　　予想される。このことを，右のつの正三角形， の図を

　　　利用して説明せよ。

　 と において

　　　 

　また，， より，組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから　　　   

　このことと から， である。

　これは，点を直線上のどこにとっても成り立つ。

　したがって，正三角形の残りの頂点は，点を通り辺に垂直な直線上にある。

　上の練習の結果を利用すると，本の平行な直線，，に対して，それぞれの直線上に頂点がある正三

角形を作図することができる。

練習２）　本の平行な直線に対して，それぞれの直線上に頂点がある正三角形を作図せよ。









 





　①　本の平行な直線を，，とする。

　　　直線上に点をとり，を通りに垂直な直線と直線の

　　　交点をとする。

　②　線分を辺とする正三角形をかく。

　③　点を通り辺に垂直な直線と直線の交点をとする。

　④　線分を辺とする正三角形 を，点が直線側にあるようにかく。

　　　正三角形 が求める正三角形である。

　   と から， である。よって，点は直線上にある。

　したがって，正三角形 は，本の平行な直線，，上に頂点がある正三角形である。
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

 











練習３）右の図の三角形に対して，辺それぞれの辺上に頂点がある正三角形をつ作図せよ。

　①　与えられた三角形のつの頂点を，，とする。

　　　　　　　辺上に点をとり，を通り辺に垂直な直線と

　　　　　　の交点をとする。

　②　線分を辺とする正三角形をかく。

　③　点を通り辺に垂直な直線と辺の交点をとする。

　④　線分を辺とする正三角形 を，点が辺側

　　　にあるようにかく。正三角形が求める正三角形である。

　   と から， である。

　よって，点は辺上にある。

　したがって，正三角形 は， のつの辺上に頂点がある正三角
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